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論　文　の　内　容　の　要　旨

本論文は，コンピュータによる画像処理において，画像情報の部分空間を適応的に選択・統合し解析する

ことによって，画像の認識処理および強調処理を頑健かつ適切に行う方式を提案し，実利用水準で実現した

研究成果をまとめたものである。

論文は 5章から構成されており，第 l章では人間の視覚情報処理との対比により，部分空間情報の適応的

解析の考え方を画像処理に導入する意義について論じている。

第 2章では，部分空間選択の高度化，部分空間の比較・統合，部分空間に基づく適応動作の 3つのアプロー

チについて考察し，これらに基づく，画像の認識処理と強調処理の性能改善手法を提案している。

第 3章では，画像認識処理について詳述している。処理対象として，一般に撮影環境の変動が非常に大き

い人間の顔を選び，顔照合・顔追跡を課題として，部分空間情報の適応的解析による性能改善を追求してい

る。静止画像における顔照合手法として，適応的部分領域照合法および摂動空間法を提案し，前者によって

部分遮へいや表情変化への頑健性を，後者によって顔の向きの変動への頑健性を向上させた。また，動画像

における顔照合において，部分空間同士の比較方法に相互投影距離法を提案し，照合精度を維持しつつ計算

量を大幅に削減することを可能にした。さらに，動画像における顔追跡において，動きベクトルを部分空間

へ射影することにより運動パラメータを効率的かつ頑健に推定する方式を提案している。

第 4章では，画像強調処理について詳述している。様々な環境下で撮影されたカラー画像について，強調

処理のための最適なパラメータを，劣化過程に関する事前知識なしに，部分空間情報を適応的に解析するこ

とによって導出する方法を提案した。鮮鋭度，彩度，明度，コントラスト，ホワイトバランス，記憶色の 6

種類の画質要因を改善するために，画像中の特定の部分領域の解析に基づいて各要因に対応する画質特性値

を定義し，それらを最適化するように強調パラメータを算出する方法を述べている。画質改善に対する提案

手法の有効性は，主観評価実験により検証している。

第 5章には，結論と今後の展望が述べられている。
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審　査　の　結　果　の　要　旨

部分空間情報の選択，比較・統合，および，部分空間情報による適応動作の概念を導入することにより，

顔画像の認識処理，および一般のカラー画像の画質改善処理を，頑健かつ高性能に行うことに成功した研究

成果が述べられている。画像認識処理を製品検査など顔以外の対象に一般化すること，人間が注目する部分

領域を自動的に獲得すること，などには，今後の展開が期待されるが，本論文で提案された手法のいくつか

は，既に実用の画像処理システムに搭載されており，新規性および有用性の両面から高く評価できる研究成

果である。

よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




